
 

 

補足② 
熊本市マイナンバーセンター運営業務委託について 

令和 5年 11月 30日 文化市民局地域政策課 

１．「普及促進」から「円滑な更新」へ窓口体制をシフト                               

今後、マイナンバーカードの更なる普及・利活用が進むことで、カード更新等の手続きに来庁さ

れる方の増加が予想されるため、市民の利便性向上と窓口の混雑緩和を目指して、新たなマイナ

ンバーセンターを令和６年１０月市役所周辺に開設します。 
 
●本市のマイナンバーカード取得申請(R5.10 月末時点) 政令指定都市１位 [取得率 76.6％、申請率 86.4％] 
●カードの有効期間は製造日（発行）から 10 回目の誕生日まで、電子証明書の有効期限は製造日（発行）から 5 

回目の誕生日まで。 
 

（１） マイナンバーカードの利活用（予定）        （３） 11月補正予算（国補助 10/10）  
令和６年秋頃 保険証一体化        令和５年度          0円 ※債務負担行為 
令和６年度中 免許証一体化        令和６年度  412,900千円 
令和８年度～ 新マイナンバーカード       ※ 職員(会計年度任用職員含む)103 名➡61名、委託業者 

  
（２） 新センターへ集約する窓口（組織）  
サクラマチサテライト、中央区マイナンバーセンター、地域政策課の一部 

 

 

２．（参考）マイナンバーカード手続推移予測                              

【今後の事務量見込み】 ※令和６年度末カード交付率１００％とした場合の推移  

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

交付者数 64,000 24,000 27,000 42,000 94,000 111,000 158,000 100,000 100,000 0 0

5年更新 64,000 24,000 27,000 42,000 94,000 111,000 158,000

10年更新 64,000 24,000

計 64,000 24,000 27,000 42,000 158,000 135,000 185,000 142,000 194,000 175,000 182,000

新しい（仮）熊本市マイナンバーセンターの概要

コンセプト

A行かない

B書かない

C待たない✓ オンラインの相談窓口
を開設（カードに関す
る簡単なお尋ね等に対
応）

✓ チャットボットを導入

✓ 継続した郵便局の活用

✓ 市民が自分で申請書等
を作成できる機械を導
入

✓ 窓口にもタブレットを
導入 カード申請・更
新をオンラインで行う

新しい窓口イメージ ✓ スマホで予約・窓口
の空き状況を見られ
るサービスを導入

✓ A＋Bの効果を勘案し
たうえで窓口数を大
幅に拡充

A行かない B書かない C待たない D便利

D便利
✓ 土日祝日、夜間への
対応も可能

✓ バックヤード業務を
集約化し、カードを
一元管理
 飛び込み対応可能

※窓口イメージ図は国が進める
自治体窓口DXのモデル窓口から抜粋
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